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１．研究計画の概要 
当研究の目的は、混合ホッジ構造のモジュラ
イ空間を、log 幾何を用いてコンパクト化す
ることである。具体的には log 混合ホッジ構
造を無限遠点につけ加えることによって、混
合ホッジ構造のモジュライ空間をコンパク
ト化することを目標とする。任意のホッジ型
についてできれば理想的であるが、とりあえ
ずは、枠組みと方針とを定式化して、いくつ
かの予想に問題を分割し、その上で、応用上
重要ないくつかの混合ホッジ型の場合にそ
れらの予想を証明することをめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 加藤和也氏、臼井三平氏との共著である、
カッターニ-カプラン-シュミットの多変数 
SL(2)-軌道定理の混合版を証明した論文が出
版された。この結果は当初より、関連分野の
様々な幾何的問題への応用が期待されてい
たが、パールシュタインはこの論文の結果を
応用し、正規関数の零点集合の代数性を一般
次元で示せたと発表した。これは有名な未解
決問題であるホッジ予想と関係した結果で
ある。当該研究の中での位置づけをいえば、
この結果は、構成が期待されている、混合ホ
ッジ構造のモジュライ空間の８つのコンパ
クト化の間の射のうち最も重要な、カッター
ニ-カプラン-シュミット写像の連続性を示す
ために用いられる予定である。 
 
(2) ８つのコンパクト化のうちの一つ、ボレ
ル-セール・コンパクト化についての論文が出
版された（加藤和也氏、臼井三平氏との共著）。

その概要は以下の通りである。 
① 混合ホッジ構造の場合のボレル-セール・
コンパクト化を、ボレル-セール軌道を用いて、
純ホッジ構造の場合と並行的に定義するこ
とができる。 
② 実ベクトル空間のコンパクト化を用いて、
ボレル-セール・コンパクト化の局所的な記述
ができる。 
③ ボレル-セール・コンパクト化が、局所コ
ンパクト性などのよい性質を持つことを証
明できる。 
 
(3) ８つのコンパクト化のうちの三つ、
SL(2)-軌道によるコンパクト化、その val 化、
ボレル-セール・コンパクト化の val 化につ
いての研究がほぼ終わり、論文をまとめてい
る。その概要は以下の通りである。 
① 混合 SL(2)-軌道により、混合ホッジ構造
のモジュライ空間をコンパクト化すること
ができる。 
② このコンパクト化には、少なくとも二通
りの自然な位相と実解析構造とが入り、それ
ぞれについて、局所的な記述ができる。定義
の方法は、純な場合と同様な座標関数の他に、
ボレル-セール持ち上げによる座標関数を用
いる。SL(2)-軌道定理は、このコンパクト化
を用いて自然に解釈される。 
③ このコンパクト化の val 化から、ボレル-
セール・コンパクト化の val 化へ自然な写像
があるが、この写像は二通りのどちらの位相
に関しても、連続とは限らない。 
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②おおむね順調に進展している。 
（理由）冪零軌道側のコンパクト化について
は研究中であるが、特に障害はみつかってい
ない。また、当初、任意のホッジ型について
は難しいと考えられていたが、現在までの部
分（SL(2)-軌道側のコンパクト化）は、任意
のホッジ型について話ができている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1) 当面は SL(2)-軌道側のコンパクト化に
ついての論文のまとめを進める。現在 100 
頁超の草稿があるが、これらのコンパクト化
については、当初は全く予想していなかった
興味深い現象がいくつかみつかっており、あ
る程度時間をかけてその背景を見極めるこ
とが必要である。 
 
(2) 余裕があれば冪零軌道側のコンパクト化
も構成する。そのために、まずは、カッター
ニ-カプラン-シュミット写像が微分構造を保
つことを確認する必要がある。 
 
５. 代表的な研究成果 
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